






要約:1988-1989 年度に Index Medicus および医学中央雑誌に見られた SIDS 関連文献 144

編を検討し、SIDS 研究の最近の動向を検討した。疫学的検討では、乳幼児死亡率が減少

している中で SIDS 発生頻度は変わらないかむしろ増加傾向にあることが示されている。

病因病態に関しては、出生前の胎児環境がなんらかの微細な異常を自律神経系を司る脳幹

部にもたらし、出生後の感染などの僅かな誘引が呼吸循環系に異常を引き起こす事が考え

られている。ホームモニタリングの有効は疑問視され適応についても未だ明瞭ではない。

SIDS ハイリスクのスクリーニングとしては polygraphic stady よりは､neurobehavioural

assesment の有効性が検討されるようになった。


